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基本方針１

 目　標 １－１

児童生徒一人ひとりがもっている人間関係や精神的な問題、学
習・生活などの教育上の問題について、本人又はその保護者な
どからの相談を受け、望ましいあり方について指導・助言を行い
ました。

学校の教育目標達成のため、教育活動の全場面において一人
ひとりの児童生徒のよりよい発達と自己実現を助けるよう指導
を行いました。また、全ての教員が子どもへの適切な指導を行う
ために指導委員会を設けて話し合ったり、会議・研修において
指導方針についての話し合いの場をより多く設け、情報交換と
研修を行いながら教育相談活動を充実させ、一人ひとりの児童
生徒の理解と支援に努めました。

小学校では、学級における好ましい人間関係を育てるとともに、
児童の心身の健康・安全の保持増進や健全な生活態度の育成
を図るために、食の指導、保健指導、安全指導、その他学級を
中心として指導する教育活動を適宜行いました。また、中学校
では、個人と社会との関係を理解し、習慣を身につけるために、
個人及び集団の一員としてのあり方に関すること、学校生活の
充実に関すること、進路の適切な選択に関すること、健康で安
全な生活などに関すること等を指導する教育活動を適宜行いま
した。

児童生徒及びその保護者が、担任や教員以外に相談したい場
合や専門的な助言を求めたい時などのために、各中学校区に
スクールカウンセラー等の相談員を配置しました。

教育支援教室「ひだまり」では、いじめや不登校で悩んでいる児
童生徒に対して教育支援・学習支援・進路相談・カウンセリング
等を行いました。

中学校では、生徒が自らの生き方を考え、主体的に進路を選択
できるよう、学校の教育活動全体を通じ、計画的、組織的な進
路指導を行っています。具体的には、生徒の個人資料、進路情
報、相談を通じて、生徒が自ら将来の進路の選択、計画を立
て、さらにその後の生活によりよく適応し、進歩する能力を伸長
するように指導・援助しました。

中学校全校で、運動部、文化部の活動を通して自分自身の興
味や個性に応じた活動を行い学校生活の充実を図りました。

中学校では、生徒会の委員会活動などを通して、生徒同士の信
頼関係の育成に取り組みました。

教育支援教室「ひだまり」

部活動

生徒会活動

進路指導

子どもたちが安心して学び生活できる、安全で開か
れた学校づくりを進めます

子どもたちが教師や友人との信頼関係を築き、楽しく活気ある学校生
活が送れるよう取り組みを進めます。

〔主な取組〕

スクールカウンセラー等によ
る相談

校内における教育相談

児童生徒指導の推進

学級指導
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目　標 １－２

学校外における児童生徒の安全を守る活動を行いました。ＰＴＡ
の組織として位置付けられていますが、ＰＴＡ未組織校にも設置
されています。

CＡＰプログラムとして、小学生向けの子どもワークショップを全
小学校で1回実施しました。

交通事故発生場所や危険箇所、不審者の出没箇所、暗い道な
どを取り上げて安全マップを作成し、生徒の安全と安心を保つ
ための指導に役立てました。

各学校では、教職員、校外委員などが通学路の安全点検を行
い、改善箇所がある場合は、教育委員会に報告しました。教育
委員会は関係課及び警察などに改善要望を行いました。

定期的に、教室・校舎施設・校庭・遊具等の安全点検を実施し
ました。

地震・火災を想定しての訓練を実施しました。

安全管理マニュアルの検討・作成、門・昇降口の施錠・監視、普
通学級教室の１階不使用・教室内より施錠できる鍵への取替
え、防犯グッズの校内配置、不審者侵入対応訓練等の整備・安
全対策を講じました。

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

気持ちのよいあいさつを交わすことに心掛け、心の通い合いを図りました。

低・中・高学年のブロックごとの交流や、たてわりグループでのウォークラリーや遊びなどを通し
て、異学年とのかかわりを持ちながら楽しい学校生活を送れるように努めました。

児童会活動の中の文化的行事を通して、考え創りあげる喜びと協力し合う楽しさを味わう活動を
行いました。

校外委員会

ＣＡＰ

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

避難訓練

安全点検

安全マップ

安全な通学路づくり

防犯対策

構成的グループエンカウンターの活用を通して、生徒がよりよい自己発見、他者理解ができ、人
間関係がスムーズにいくように支援しました。

家庭、地域と協力して、すべての子どもたちが安心して過ごせる安全な
学校にするための取り組みを進めます。

〔主な取組〕

学区内自治会長、PTA役員、校外委員参加による地区や児童にかかわる問題等の懇談、自治会
長と児童の給食交流、避難所施設の確認等を行いました。
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地域において、子どもたちを犯罪から守り、子どもの保護や救
護、さらには不審者を発見した際の110番通報を依頼する避難
場所を充実しました。警察と防犯協会が取り組んできた「ピーガ
ル君の家」のほかに、各学校のＰＴＡや保護者会の校外活動と
して「こども110番の家」もあり、これらによって地域における子ど
もの安全確保が進められました。さらに、「こども110番の家」だ
けでなく、自転車や自動車に「こども110番」や「パトロール中」の
プレートをつける活動も行いました。

児童虐待防止に関しては、児童相談所等との連携を図りまし
た。

市では、交通安全教育として、歩行者としての安全、自転車の
安全な乗り方、乗り物の安全な利用、身近な交通安全施設や交
通規制についての理解が深まるよう「交通安全教室」や「自転車
の安全な乗り方教室」を実施しました。

犯罪被害に遭わないための知識習得等のため、保護者への
防犯教室を警察等と連携し開催しました。

犯罪のない安全で安心して暮らせるまちづくりを目指し、
地域住民、保育所、幼稚園、学校、商店、企業、防犯関係
団体などの代表者で構成する安全・安心まちづくり推進協
議会を組織し、情報の共有化、防犯対策などについて協議
等を行いました。

防犯意識の普及・啓発を行うため、犯罪発生情報の提供や
パンフレット等を発行しました。

学校施設の維持整備に当たっては、児童生徒に安全で快適な
学習環境を提供するとともに、生活の場としてのゆとりと潤いの
ある環境づくりに努める必要があります。このため、校舎の耐震
補強工事を推進することはもとより、学習形態の多様化への対
応、バリアフリー化、シックスクール対策など、質的、機能的な
面での向上を図るため、「学校整備計画」の着実な目標達成に
向けて取り組みました。

犯罪情報等の提供

児童虐待防止に関しての関
係機関との連携

児童生徒に対する交通安全
教育の実施

防犯教室の開催

鎌倉市安全・安心まちづく
り推進協議会の設置

学校施設維持整備事業

水泳学習の前に鎌倉消防署救急隊員を招いて心肺蘇生法の職員研修を実施し、指導の安全に
努めました。

児童の下校時の安全について「お迎えネットワーク」として地域の人々による見守りを依頼をしま
した。

〔市や関係機関では次の取組を実施しました。〕

ピーガル君の家・こども110番
の家

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

「教育懇話会」として、学区内の自治会長等を学校に招き、学校の現状を紹介するとともに、情報
交換を行いました。
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目　標 １－３

保護者や地域住民など各校５名の「学校評議員」から学校運営
に関する意見を聞きました。

「学校評価」に全校が取り組みました。内部評価だけでなく外部
評価も取り入れるようにしている学校もありました。

市民の方々が、いつでも学校を訪問し児童生徒の活動を参観
できるよう取り組みました。

情報提供として「学校だより」や「学年だより」を発行し、必要に
応じて保護者や地域住民への説明会を開催しました。

授業公開とともに、保護者と担任との話し合いを実施しました。

担任が児童の家庭を訪問して、家庭での様子や学校での様子
について保護者と話し合いを行いました。

各中学校では、文化祭を通して地域の方々に生徒の日頃の活
動の成果を伝えるとともに交流を深めました。

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

市民運動会を通して、自治会・町内会や地区子ども会の活性化を図ると同時に、PTA校外委員会
も当日の運営にかかわるなど、地区行事をそれぞれの立場からもりあげ、地域の一体感を共有
しました。

校門脇に掲示板を設置し、ＰＴＡの活動や生徒の日頃の活動の成果を地域に紹介し、学校の理
解を深めてもらえるよう努めました。

学校区教育懇談会を開催し、小中教員代表、ＰＴＡ役員、自治会長、民生委員、青少年指導員等
が地域での様子、地域と学校のあり方等を話し合いました。

学校と地域が情報を共有するために「ガイドブック」を学校・地域連携推進協議会の協力のもと作
成しました。

卒業生の保護者を中心に地域の方や保護者も含めた「おやじの会」が作られ、学校の営繕作業
や行事等の支援をいただきました。

授業参観と学級懇談会

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

生活科、総合的な学習の時間を中心として地域教育力の活用を図るとともに、学習発表会を参
観していただき、交流を深めました。

ＰＴＡ活動として、総務会（運営委員会）、校外、学級の各委員会が活動しました。市P連と連携し、
子ども達の健全な育成のため家庭、地域、学校が協力して活動しています。

家庭訪問

文化祭

開かれた学校づくりの取組
「学校評議員制度」

開かれた学校づくりの取組
「学校評価」

「学校だより」や「学年だより」
の発行

開かれた学校づくりの取組
「学校へ行こう週間」

家庭、地域との連携のもとに、信頼と相互交流をいっそう進める「開か
れた学校づくり」に努めます。

〔主な取組〕
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基本方針２

 目　標 ２－１

学級を一つの大きな集団から複数の小集団に分け、それぞれ
の集団の中でより個に応じたていねいな指導ができる「少人数
の指導」に取り組みました。

「ティームティーチング（ＴＴ）」として、複数教員が協力し合って指
導を行い、子どもの多様な思いや願い、興味・関心、個性的な
学びに手厚く応えるよう取り組みました。

児童生徒の習熟状況をもとに、複数の学習集団に分けて授業
を行いました。子どもの実態や指導の場面に応じて、より「個に
応じた指導」が可能となり、基礎・基本の定着と児童生徒の興
味・関心等に応じた、発展的・補充的な学習ができました。

朝の時間等を活用して読書活動に取り組みました。また、「読書
活動推進嘱託員」によって、児童への読書活動推進のための読
み聞かせやブックトーク、図書紹介、図書室での事務や整理が
行われました。

中学校では、課題学習、補充的な学習、発展的な学習など、生
徒の能力、適性、興味、関心等に応じた多様な学習活動を行い
ました。

各校で教育課程や児童生徒指導等の課題について研修担当
が中心になって研修計画を作成し、教育課題指定研究、授業公
開研究、校内研修充実事業などの研究研修事業に取り組みま
した。

選択授業

校内での研修

ドリル学習、読書等の朝学習により基礎的学習の定着を図りました。

学年協働で教材開発を実施するとともに、日常の学習指導において効果的な学習内容の編成を
工夫し、基礎的な学力の定着に努めました。

ブラックシアター、パネルシアター等を活用し、学年に応じた読書の工夫を行いました。

複数教員による指導

習熟の程度に応じた授業

学習の基礎・基本を定着させ、「わかる授業」をよりいっそう徹底させま
す。

少人数指導

〔主な取組〕

子どもたちの学習意欲を高め、確かな学力の向上を
めざします

大学生のボランティアを依頼して、配慮を要する児童を中心に学習の支援を受けました。

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

児童の学習活動の支援として、基礎・基本の定着のために夏季休業等を利用し、必要に応じて
個別指導を実施しました。

読書活動の取組
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 目　標 ２－２

学級を一つの大きな集団から複数の小集団に分け、それぞれ
の集団の中でより個に応じたていねいな指導ができる「少人数
の指導」に取り組みました。

「ティームティーチング（ＴＴ）」として、複数教員が協力し合って指
導を行い、子どもの多様な思いや願い、興味・関心、個性的な
学びに手厚く応えるよう取り組みました。

児童生徒の習熟状況をもとに、複数の学習集団に分けて授業
を行いました。子どもの実態や指導の場面に応じて、より「個に
応じた指導」が可能となり、基礎・基本の定着と児童生徒の興
味・関心等に応じた、発展的・補充的な学習ができました。

自分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、より
よく問題解決する資質を身に付けることをねらいとして授業展開
をしました。各学校の児童生徒や地域の実態に応じて、環境教
育、福祉教育、情報教育、国際教育、職場体験などの内容に取
り組みました。具体的には、地域の方々や専門家の協力を得
て、郷土学習、野菜や草花の栽培、川の汚れや酸性雨の調査
を通じた環境学習、障害のある方や高齢者との交流、インター
ネットを活用した情報収集・活用、小学校の英語活動、異文化
体験、身近な職場での職業体験などに取り組みました。

楽しくわかる授業をめざして、各教科において百マス計算や漢字パズルなど指導方法を工夫し、
学力の向上を図りました。

習熟の程度に応じた授業
（再掲）

学習に対する子どもたちの興味・関心・意欲を引き出し、自ら学ぶ気持
ちをはぐくみます。

〔主な取組〕

総合的な学習の時間

「授業評価」を校内研究・研修として全教員が年５回実施し、生徒の評価から授業改善を図りまし
た。

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

６年生の歴史の授業では、人物や年号について、物語化して理解を深めました。

「学力向上フロンテｲアスクール」の研究実践の中で、算数の少人数による授業で児童の理解や
習熟の程度に応じたきめ細かな指導を行い、基礎学力の定着と学習意欲の向上を図りました。

群読を通して、言語感覚を磨き、表現力の向上を図りました。

教科相談として、長期休業、テスト前等に生徒の学習相談を受け、個々に支援、指導を行いまし
た。

「学力向上フロンテｲアスクール」の研究実践の中で、数学、英語において少人数による授業で生
徒の理解や習熟の程度に応じたきめ細かな指導を行い、基礎学力の定着と学習意欲の向上を
図りました。

少人数指導 （再掲）

複数教員による指導　（再掲）
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小学校では総合的な学習の時間に外国の子どもたちとの交流
活動、ネイティブスピーカーなどとのふれあいを通じて、「国際理
解に関する学習の一環」「外国語に触れる」「体験的な学習」とし
て取り組みました。中学校では英語の授業において、外国人英
語講師によるコミュニケーション能力の育成に努めました。

朝の時間等を活用して読書活動に取り組みました。また、「読書
活動推進嘱託員」によって、児童への読書活動推進のための読
み聞かせやブックトーク、図書紹介、図書室での事務や整理が
行われました。

教育課程研究会で、小・中学校の教員が集まり、教育課程実施
上の諸課題についての研究を行いました。平成１６年度は総合
的な学習の時間の全体計画作りに取り組みました。

児童生徒の学力の向上につながるよう、教員の指導力を高め、
魅力ある授業づくりをするための研修会を実施しました。学校に
講師を派遣し、模擬授業を行い、授業参観後に指導助言を受け
るなど、実践的な場面での授業改善や工夫に活かしていくこと
をねらいとしました。全５回開催、１５０名の参加がありました。

各校で教育課程や児童生徒指導等の課題について研修担当
が中心になって研修計画を作成し、教育課題指定研究、授業公
開研究、校内研修充実事業などの研究研修事業に取り組みま
した。

児童生徒・保護者・地域の人にとって魅力ある学校となるよう、
全校で特色ある学校づくりのための取組を実践しました。取組
内容としては、多くの学校が地域との連携を中心に教育活動の
充実や読書指導等の重点強化の実践、校内の環境整備などが
あります。

新採用教員に対して、1年間の研修を実施しました。学習指導
や学級経営に必要な基礎的･基本的な知識や技能を習得し、組
織の一員としての意識を高めることをねらいとしました。

新規採用後5年及び10年を経過した教員に、当面する教育課題
に応える意味から、広い視野に立った指導力と資質の向上を目
的として実施しました。学習指導や学級･学年経営、児童生徒理
解等の専門的な知識や技能の習得など、個々の能力、適性に
応じた研修を実施し、資質･指導力の向上を図ることをねらいと
しました。

小・中学校とも、総合的な学習の時間等で、調べ学習や発表に
コンピュータを積極的に活用しました。また、中学校技術・家庭
科の授業で情報教育についの学習を行いました。

日本語の理解や学校生活に十分に適応できていない帰国児童
生徒、外国籍児童生徒などに対し、日本語指導等の支援を行
い、学校生活への適応を図りました。

教育委員会の指導主事が各学校を訪問し、教育方針・学校経
営等について把握し、授業参観と教員との懇談により学校との
意思疎通を図り、授業づくり・研究研修の充実を図りました。
（２ヵ年で全校訪問）

日本語指導等協力者派遣

学校訪問

情報教育

授業づくり実践研修会

校内での研修　(再掲）

特色づくり推進事業

新採用教員研修会

外国人英語講師（ＡＬＴ）・
国際教育

読書活動の取組　（再掲）

教育課程研究会

経験者研修会
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図書館員が小学校等を訪問し、子どもたちに直接ブックトーク
（本の紹介）やおはなし会等を実施するサービスで、学校からの
依頼により訪問しました。

 目　標 ２－３

自分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、より
よく問題解決する資質を身に付けることをねらいとして授業展開
をしました。各学校の児童生徒や地域の実態に応じて、環境教
育、福祉教育、情報教育、国際教育、職場体験などの内容に取
り組みました。具体的には、地域の方々や専門家の協力を得
て、郷土学習、野菜や草花の栽培、川の汚れや酸性雨の調査
を通じた環境学習、障害のある方や高齢者との交流、インター
ネットを活用した情報収集・活用、小学校の英語活動、異文化
体験、身近な職場での職業体験などに取り組みました。

朝の時間等を活用して読書活動に取り組みました。また、「読書
活動推進嘱託員」によって、児童への読書活動推進のための読
み聞かせやブックトーク、図書紹介、図書室での事務や整理が
行われました。

児童生徒・保護者・地域の人にとって魅力ある学校となるよう、
全校で特色ある学校づくりのための取組を実践しました。取組
内容としては、多くの学校が地域との連携を中心に教育活動の
充実や読書指導等の重点強化の実践、校内の環境整備などが
あります。

身近な自然環境や生活環境に興味を持ち、環境保全に対する
認識を深めたり、行動力等を身につけ、生きる力の育成に視点
を置きながら、地球環境の問題や、リサイクル、ごみ問題などを
テーマにして、総合的な学習の時間などで環境教育の充実を図
りました。

小・中学校とも、総合的な学習の時間等で、調べ学習や発表に
コンピュータを積極的に活用しました。また、中学校技術・家庭
科の授業で情報教育についの学習を行いました。

小学校では総合的な学習の時間に外国の子どもたちとの交流
活動、ネイティブスピーカーなどとのふれあいを通じて、「国際理
解に関する学習の一環」「外国語に触れる」「体験的な学習」とし
て取り組みました。中学校では英語の授業において、外国人英
語講師によるコミュニケーション能力の育成に努めました。

〔市や関係機関では次の取組を実施しました。〕

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

図書館員学校訪問サービス

校内研修・研究として教員の指導力を高めるために、授業公開日を設け、講師を招請し研究協議
を行い授業評価を受けました。

家庭科の実習や数学の基礎計算の学習指導などにおいて、鎌倉女子大の学生から教科指導の
補助としてのボランティア協力を得ました。

読書活動の取組　（再掲）

子どもたちがさまざまな体験を通じた学習をすることにより、自ら考える
力と行動する力を身につけさせます。

〔主な取組〕

総合的な学習の時間
（再掲）

外国人英語講師（ＡＬＴ）・
国際教育（再掲）

特色づくり推進事業　（再掲）

環境教育

情報教育　（再掲）
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議会制民主主義への理解を深めながら地方自治の仕組につい
て体験を通して学習する目的で市内の各国公立中学校の代表
２名が参加して質疑を行い、子ども議会宣言の採択を行いまし
た。

希望する小中学校を対象に、戦争体験者や国際協力活動家な
どを派遣し、その体験談などを聴かせる出前の講演会を実施
し、平和や国際協力について考えるきっかけとしました。

将来の鎌倉のまちづくり、景観づくりの担い手となる小学校３年
生～６年生の児童とその保護者を対象に、まちあるきを通じ、鎌
倉のまちの魅力を知ってもらうことを目的に実施し、６月･１１月
に各３０組の親子が参加しました。

子どもの体験学習として「親子で筍掘り」「子ども染め物遊び」
「夏休み子ども陶芸ひろば」「子ども囲碁教室」「小学生の書道
教室」「子ども科学教室」「「親子で華炭を楽しむ」「玉縄子どもあ
そびの広場（石ころアート）（鳥を見よう）（英語で遊ぼう）」等を実
施しました。

小学３年生から６年生を対象として図書館に親しみながら利用
のしかたを知ってもらうことを目的に体験学習を行いました。各
図書館で夏休みと春休みに行い、６９名の参加がありました。

毎年鎌倉市社会福祉協議会の主催で福祉教育への理解を深
めてもらうことや地域の教育力の紹介を受けました。

 目　標 ２－４

自分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、より
よく問題解決する資質を身に付けることをねらいとして授業展開
をしてました。各学校の児童、地域の実態に応じて、環境教育、
福祉教育、情報教育、国際教育、職場体験などの内容に取り組
みました。具体的には、地域の方々や専門家の協力を得て、郷
土学習、野菜や草花の栽培、川の汚れや酸性雨の調査を通じ
た環境学習、障害のある方や高齢者との交流、インターネットを
活用した情報収集・活用、小学校の英語活動、異文化体験、身
近な職場での職業体験などに取り組みました。

〔市や関係機関では次の取組を実施しました。〕

福祉教育懇談会

総合的な学習の時間　（再
掲）

〔主な取組〕

かまくら子ども議会

子どもたちが鎌倉の自然、歴史、芸術、文化などの学習を通して、郷土を愛
する心をはぐくみ、国際的な視野を広げる取り組みを進めます。

３年生の総合的な学習の時間として、高校教員による中学校での出前授業を実施。また、高校生
活等について話しをしてもらいました。

地域の店や事業所などで勤労体験をすることにより、働くことの意味や意義について学習しまし
た。

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

出前講座“平和”

親子景観セミナー

青少年セミナー

としょかんいんになってみよう
「一日図書館員」

- 9 - 



 

身近な自然環境や生活環境に興味を持ち、環境保全に対する
認識を深めたり、行動力等を身につけ、生きる力の育成に視点
を置きながら、地球環境の問題や、リサイクル、ごみ問題などを
テーマにして、総合的な学習の時間などで環境教育の充実を図
りました。

鎌倉の歴史、地理、寺社の縁起、地域に伝わる行事や伝説など
について、郷土学習資料として教育センターが発行している「か
まくら子ども風土記」を各学校で活用し、地域学習に役立てまし
た。

教育センターが発行している「かまくら」を小学校社会科で、「私
たちの鎌倉」を中学校社会科で、「鎌倉の自然」を中学校理科で
副読本として扱い、鎌倉市における地理・社会事象・文化・歴史
等の学習に役立てました。

市内の国公立全小学校（１７校）の４年生が鎌倉の海岸で、砂を
主材料として行う造形活動で、材木座海岸と腰越海岸の２会場
に分かれて実施しました。各学校がグループに分かれ作品を制
作し、他校の作品を鑑賞し合い、交流を図る場となりました。

州崎の古戦場、庚申塚、神社等の縁起を調べ、郷土理解を深めました。

毎年５月に行われる国指定史跡和賀江嶋の清掃奉仕作業に、教職員、保護者、生徒が参加しま
した。

自然、歴史に関する専門家を招き、地域の歴史、文化、自然に関する講演会を開催しました。

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

伝統的産業である鎌倉彫の学習を深め、鎌倉の歴史や風土への理解を深めました。

極楽寺の「花まつり」や、権五郎神社のおまつり等地域の行事に参加して、地域の歴史・文化に
ふれる機会を持ちました。

漁協の協力を得て、ワカメの栽培･サザエ稚貝の放流や海から郷土を見ることにより、地域を愛
する子ども達の育成に取り組みました。

環境教育　（再掲）

かまくら子ども風土記の活用

理科・社会科の副読本による
郷土学習

砂工作の会
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基本方針３

 目　標 ３－１

各学校で年間指導計画をもとに行われました。教育センター研
修会で「心のノートの有効活用」、体験を重視した道徳授業の紹
介を行いました。

教育センターと人権・男女共同参画課との共催による人権・同
和教育研修会に参加し、教職員の理解と認識を深めました。

総合的な学習の時間を中心に、外部講師として保護者や地域
の人々に協力を得ました。

世代を超えた交流を推進して、高齢者の豊かな経験と知識を学
校教育に積極的に活用するよう、取り組みました。

福祉教育や職業教育の目的で、幼稚園や保育所での乳幼児と
のふれあいを通じて、発達や成長の仕組み、他者へのやさしさ
や思いやりなどを身につけ、次代の保護者としての豊かな人間
性をはぐくむよう取り組みました。

子どもたちに社会性･道徳性を身につけさせ、共に生
きる心をはぐくみます

子どもたちが日々の活動や地域の人々とのふれあいを通して、感謝す
る心や思いやりの心、譲り合いの心をはぐくみ、社会性や道徳性を高
めるよう指導します。

〔主な取組〕

道徳教育

人権･同和教育

ボランティア活動として、寺社等での清掃・草刈や地域のバス停へのベンチ設置を行いました。

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

ＰＴＡ・保護者会や地域の
人々と協力した取組

高齢者との世代間交流

乳幼児とのふれあい

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

地域の高校の呼びかけにより、校外委員会を中心として親子で海岸清掃を行いました。

学校、地域であいさつの輪を広げました。

生徒会により、赤い羽根募金活動や災害募金活動を実施しました。

「マナーアップ週間」を設定し、あいさつや何気ない言葉かけ、笑顔の大切さなどを教職員・生徒
がともに考え直す機会づくりや生徒会目標として「あいさつ運動」を実施しました。
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子どもたちの健全な育成と非行防止のために、児童生徒の下
校時の街頭指導やキャンペーン、環境浄化調査・パトロールな
どを実施しました。

　児童生徒の非行防止、健全育成のために、警察と連携した
「学校・警察連絡協議会（学警連）」を組織しています。

「かまくら２１男女共同参画プラン」に基づき男女平等意
識と人権尊重の意識を深めました。

 目　標 ３－２

教育センター相談室において、いじめ・不登校等の相談を行い
ました。また不登校児童生徒が通う教室として、教育支援教室
「ひだまり」を設置し、カウンセラー、教育相談指導員の個人面
談から、小集団での人間関係づくり、学習支援に取り組み、児
童生徒の生活を支援しています。さらに児童生徒の人間関係づ
くりが、いじめ等の防止にも役立つことを考え、人間関係づくり
の研修会を開催したり、調査研究協力校を支援する取り組みも
行いました。

児童生徒一人ひとりがもっている人間関係や精神的な問題、学
習・生活などの教育上の問題について、本人又はその保護者な
どからの相談を受け、望ましいあり方について指導・助言を行い
ました。

年数回、学年・学級懇親会を開き子どもの状況についての情報
交換及び保護者と教師の懇親を図りました。

担任が児童の家庭を訪問して、家庭での様子や学校での様子
について保護者と話し合いを行いました。

児童生徒及びその保護者が、担任や教員以外に相談したい場
合や専門的な助言を求めたい時などのために、各中学校区に
スクールカウンセラー等の相談員を配置しました。

特に支援の必要な児童に対しては、保護者も含め個別の教育相談を行うと同時に、市・県の関
係機関と協力し、会議を招集する中情報交換・改善策の検討等を行い、指導にあたりました。

民生・児童委員と協力連携を図り情報交換する中、支援を必要としている児童への対応方法等
検討し、指導にあたりました。

わかる喜び・できる喜び、認められ・認め合う喜びを味わわせるよう、個別に関わり児童により
そった指導や支援を行い、安心感・自信を生み出させる中、学習・活動・生活の充実を図りまし
た。

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

スクールカウンセラー等によ
る相談　(再掲）

家庭訪問　（再掲）

学年・学級懇談会

学校は家庭や関係機関との連携をいっそう深め、子どもの心の問題の
解決に向けた取り組みを推進します。

校内における教育相談　(再
掲）

教育センター街頭指導事業

〔主な取組〕

いじめや不登校をなくす
取組

〔市や関係機関では次の取組を実施しました。〕

 男女平等教育

関係機関との連携
「学校・警察連絡協議会（学
警連）」
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 目　標 ３－３

障害児学級を設置して障害のある児童生徒に対して、一人ひと
りの子どものニーズに応じた適切な教育をきめ細かく行いまし
た。また、障害のある児童生徒と通常の学級の児童生徒とがふ
れあうよう交流を行いました。

通常学級に在籍している障害のある児童生徒で、生活面や安
全面での介助が必要な場合と、怪我等の理由により、一時的に
介助を必要とする児童生徒等に対して介助を行いました。

教育センターと人権・男女共同参画課との共催による人権・同
和教育研修会に参加し、教職員の理解と認識を深めました。

グループエンカウウンターの講師を招請し、保護者対象に子どもとのかかわり方について講演を
実施しました。

学校・町内会・青少年育成団体などの代表が集まって、学区の教育問題や地域の情報などにつ
いて意見交換を行いました。

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

障害のある人もない人も共に学び育つことを喜び合える環境づくりを
進め、共に生きる社会の大切さを理解させます。

〔主な取組〕

障害のある子どもたちへの教
育

障害のある方から話を聞いたり、障害の疑似体験を通して、共に生きる心を育む機会としました。

鎌倉養護学校と交流（全学年）して、共同で劇を発表し、ともに生きる心を育みました。

交流昼食会により、障害児学級と通常学級の生徒が会食を通じて交流を深めました。

夏休みに「ふれあい合宿」として通常級生徒・障害児学級生徒が共に１泊２日の合宿を行いまし
た。オリエンテーション等の計画から共に協力し合い、喜びを分かち合いました。

共生のテーマで障害者等にかかわる道徳資料を使用し、相手に対する思いやりの感情をはぐく
みました。

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

普通学級介助員の派遣

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

地域の高齢者や身体に障害のある方を学校行事に招待し、ふれあいの機会をもち、ともに生きる
ことの大切さを学びました。

人権･同和教育　（再掲）
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毎年鎌倉市社会福祉協議会の主催で福祉教育への理解を深
めてもらうことや地域の教育力の紹介を受けました。

平成17年3月に、鎌倉市社会福祉協議会で、「地域福祉活動
計画」を策定し、市の「地域福祉計画」との連携を図り、
地域福祉推進に向けた取り組みを行っていくこととなりま
した。

 目　標 ３－４

幼稚園・小学校の教員と保育所の保育士で構成される研究会
等を開催し、幼児教育に関する今日的課題の研究を推進すると
ともに、保育参観や授業参観講演会を実施し、実態や諸課題に
ついて情報交換と研究協議を行いました。

福祉教育や職業教育の目的で、幼稚園や保育所での乳幼児と
のふれあいを通じて、発達や成長の仕組み、他者へのやさしさ
や思いやりなどを身につけ、次代の保護者としての豊かな人間
性をはぐくむよう取り組みました。

幼・保・小の連携を促進する
研究会

運動会種目の中に、地域在住の幼児が参加できる場を設定し、学校理解の一環としました。

子どもたちの豊かな成長のために、家庭、幼稚園・保育所、学校など
が連携し協調して、連続性のある取り組みを進めます。

〔市や関係機関では次の取組を実施しました。〕

地域福祉の推進

福祉教育懇談会　(再掲）

〔主な取組〕

乳幼児とのふれあい　（再掲）

小・中交流として、学区の小学校の先生と懇親会を開き子どもの情報交換をしました。また、中学
校行事（収穫祭、体育祭）に小学生が参加しました。

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

新１年生の入学前に、支援を要する子どもの様子や生活環境について幼稚園･保育所と話し合
いを実施して指導に活用しました。

６年生が中学へ行き、授業の様子を見たり部活動の体験をしました。また、６年生が体育で中学
の先生や中学生の指導を受けました。
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基本方針４

 目　標 ４－１

歯科医師会が小学校で、歯の模型・紙芝居などを使用して、年
齢にあわせた歯科保健指導を実施しました。

学校保健への意識を高めるとともに、児童生徒の心身の健全な
発達をめざし、学校保健大会を開催しました。

小学校では、学校給食の内容を紹介したり、児童の給食での様
子から、家庭での食生活の見直しを図るなど、食生活に関する
情報を発信しました。

児童生徒たちがどのような生活をし、意識をもっているかの調
査・把握を行った「かまくらっ子」の調査結果をもとに、過去の調
査と比較検討することで、子どもたちの意識や実態の変化を明
らかにし、子どもたちの心身の健全な発達のための参考資料と
しました。

食物アレルギーのある子どもの給食には、除去食で対応しまし
た。調理過程で除去が可能なものを除去するとともに、給食の
献立に工夫を凝らして対応しました。

保健だよりを発行し、生徒の様子を保護者に知らせ、基本的な
生活習慣を身に付けることの大切さについて考える機会としま
した。

宿泊行事の前に、家庭に協力を求め健康調査を実施し、行事
における健康管理に役立てました。

保健所の医師から、薬物についての指導を受け、理解を深めま
した。

薬物乱用防止教育

定期健康診断時の他、９・12・２月に身長と体重を測定する計測週間を設定し、子ども達が自己
の健全な成長について考えることができるよう図りました。

生徒・保護者対象に、健康・保健教育として、「タバコの害」「アルコールの害」「生命の大切さ」「性
感染症」についての講演会を開催しました。

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

「かまくらっ子」の調査・研究

食物アレルギーへの対応

保健だよりの発行

給食だよりの発行

学校保健大会の開催

子どもたちの心と体を健やかに成長させ、豊かな感
性を養います

家庭と連携して子どもたちに正しい生活リズムと生活習慣を身につけ
させ、心身の健康の増進を図ります。

〔主な取組〕

健康調査の実施

歯科保健指導
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 目　標 ４－２

小学６年生全児童が「陸上記録大会」に参加しました。公認の
陸上競技場で競技することにより、得がたい経験を子どもたち
に与え、自らの記録に挑戦することにより、運動することの楽し
さを味わい、意欲的に運動しようとする態度を育てました。

多くの運動種目を通して、体を動かすことの喜びや体力の向上
に取り組みました。

体育科の水泳学習で、指導の安全と充実を図るため、専門の
知識と指導力を持つ地域の方々を「水泳補助指導員」として活
用しました。

中学校では、部活動に全校で力を入れ、各種大会が実施されま
した。

運動競技の発展を図り、保健体育全般にわたる研究をし、体育
文化の向上を目的に活動しました。市立９校、国立１校、私立６
校が加盟しています。競技部（専門部）には、１４の種目別の専
門部があり、総合体育大会などの各種競技会の企画・運営を行
いました。研究部会は保健体育の調査研究や研究発表・講習
会などを行いました。

中学生以下の子どもを対象とするスポーツ事業として「キッズ
ファーストダンシング」「ジュニア卓球」「マリンスポーツ」「フットサ
ル大会」などを開催しました。

全校の児童が、学年、学級の枠を超えて一緒に地域を歩くことにより異学年の交流を図りながら
郷土を愛する心を育みました。

「遊び」についての保護者へのアンケートを実施し、家庭における子どもの遊びの実態把握を行
いました。

陸上記録大会（体力向上へ
の取組）

運動会・体育祭・球技大会の
実施

体力向上への取組
「運動部活動」

中学校体育連盟（中体連）

水泳補助指導員

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

子どもたちに体を動かすことの大切さを認識させ、運動能力や体力の
向上に向けた取り組みを進めます。

〔主な取組〕

毎月、スポーツ大会を各児童委員会が開催するとともに木曜日には集会委員会が低学年の朝の
遊びを担当しました。

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

スポーツテストを全学年で行い、児童の体力の実態把握を行いました。

〔市や関係機関では次の取組を実施しました。〕

毎週水曜日の昼休み「キラキラタイム」とし、休み時間を３５分設定。遊ぶ時間を確保し、遊びの
中で体力の向上や豊かな感性を養ってほしいと考え、取り組みました。

腕立て伏せや腹筋運動等５種目を設定した「体力づくりカード」に各項目の回数を1年間記入し、
体力向上に向け取り組みました。

児童生徒対象の各種スポー
ツ教室等の開催
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 目　標 ４－３

小学校では、食育として栄養職員と教員が連携し、低学年の
「嫌いなものでも少しずつ食べよう」から始まり、「食事の大切さ」
「食品の栄養」「栄養素の働き」など体にかかわることがらや、
「食品の名前がわかる」「食品の旬」「地場産の食材」「学校菜園
での栽培」「豆腐づくり」等生産や加工流通にかかわることがら
などを関連教科で年間計画を立てて行いました。中学校では、
食育として関連教科の中で取り組みました。

小学校では、学校給食の内容を紹介したり、児童の給食での様
子から、家庭での食生活の見直しを図るなど、食生活に関する
情報を発信しました。

多くの小学校では、教室とは違う、食事をするのにふさわしい場
としてのランチルームで給食時間をすごす機会を設けました。ラ
ンチルームは、子どもたちが食を通じて他のクラス児童や担任
以外の教職員と交流を図る場として活用され、さらに、栄養職員
が食育を行う場としても活用しました。

生活科・総合的な学習の時間・家庭科・社会科・クラブ活動等の中で、『食育』教育を展開し、食の
大切さと関心を高める学習の展開を図りました。

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

保健便りを通して、食生活の大切さについて考える機会を設けました。

総合的な学習の時間における講座の中で、食と環境、食と健康、食とマナー等総合的に食育に
ついて学習しました。

小学校６年生の保護者を対象に、中学校生活全般についての説明をする際、昼食の弁当につい
てふれ、成長期の栄養の摂取の大切さについて理解と協力を得るよう努めました。

各学年が教材園で野菜を育て、食材について知識を深めるとともに収穫した野菜を学年で調理し
たり、全校給食に利用しました。

一年生、転入生の保護者を対象に給食試食会を実施して、学校給食の目的や献立作りの方法
などの内容を理解していただくとともに、保護者との意見交流を図りました。

ランチルームの活用

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

給食だよりの発行　(再掲）

家庭と連携して「食育」に取り組み、子どもたちの健康の基盤づくりを
進めます。

〔主な取組〕

食育

ダイコン、キャベツ、ミニトマト等を育て、種まき、施肥、水やり等の作業を通し、自然の恵みや食
材としての野菜と健康について理解を深めました。

社会科の授業「日本の農業」の単元で我国の主食である米作りを体験することにより、食糧に対
する理解を深めました。

全学年を対象に栄養職員による「栄養と噛む」という単元の授業を実施し、食物、栄養、噛むこと
の意義等について理解を深めました。
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生涯学習センターの講座で、家庭教育の一環としての「食
育・スローフードをはじめましょう」を実施しました。

 目　標 ４－４

市内の国公立全小学校（１７校）の４年生が鎌倉の海岸で、砂を
主材料として行う造形活動で、材木座海岸と腰越海岸の２会場
に分かれて実施しました。各学校がグループに分かれ作品を制
作し、他校の作品を鑑賞し合い、交流を図る場となりました。

市内の国公立全小学校（１７校）の全学年の書写と図工の作品
を鎌倉芸術館ギャラリーで展示しました。そして、鑑賞を通して
自校だけでなく、他校との交流を図りました。書写約３，５００点、
図工約１，１００点の出品がありました。

小学校及び中学校における音楽活動の発表の場を設け、日常
の活動を奨励するとともに、学校間の交流を図りました。

小学生が専門家による演劇の鑑賞等を通じて、豊かな人間性
をはぐくむ目的で実施ました。

生徒が美術部や美術の授業で行った創造的な造形活動の成果
を展示し、文化活動の向上を目指して開催しました。

中学校文化連盟連合文化祭を開催し、市内の国・公立中学校
の文化部所属生徒が、各種文化芸術活動を通じて、鎌倉市の
中学生同士としてふれあい結束し、文化芸術活動への意欲・技
術の向上を図りました。

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

砂工作の会　(再掲）

児童作品展

小学校音楽会・中学校音楽
会

子どもたちが芸術活動や文化活動を通して、豊かな心をはぐくむことが
できるよう取り組みを進めます。

市民スクール(食育講座）

小学校演劇等鑑賞会

〔市や関係機関では次の取組を実施しました。〕

よさこいソーラン節をはじめとした舞踊を、校内外で発表しました。

子どもたちが夏休みに製作した絵画、作文、レポート、自由作品等を一堂に展示し、児童相互の
鑑賞、批評を通し、表現力の向上に努めました。

中学校連合文化祭

文化的活動のクラブとして、音楽・家庭科・囲碁将棋・まんが・工作等の活動に取り組みました。

〔主な取組〕

中学校生徒美術展

１年生を迎える会、６年生を送る会、市音楽会４年生校内発表会、音楽クラブコンサート等学年・
合同合奏や劇など発表しあい、鑑賞しあうことによって、表現力や感性を高める活動を展開しまし
た。

学年ごとに合唱や合奏を行い、お互いに鑑賞し合いました。
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基本方針５

 目　標 ５－１

児童生徒一人ひとりがもっている人間関係や精神的な問題、学
習・生活などの教育上の問題について、本人又はその保護者な
どからの相談を受け、望ましいあり方について指導・助言を行い
ました。

平成17年3月に「子どもが健やかに育つまち　子育て喜びが実
感できるまち　子育て支援を通してともに育つまち・鎌倉」の実
現を目指し、「鎌倉市次世代育成きらきらプラン」を策定しまし
た。次代を担う子どもたちが夢を持って健やかに育ち、安心して
子育てができるようにプランの推進を図りました。

合唱の発表に向けて、全校で合唱に取り組むことにより、コーラスの楽しさや協力して創り上げる
ことの喜びを味わいました。

芸術鑑賞会として、本物の芸術に触れ芸術に対する関心を高め、豊かな心を育む取り組みを行
いました。

〔市や関係機関では次の取組を実施しました。〕

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕

〔そのほかに次の取組を進めた小学校もありました。〕

地区ごとに保護者が集いＰＴＡ地区別懇談会を開催して、子育てなどについての情報交換などを
行いました。

安心して子育てができる環境づくりを進めます

子育ての楽しさや喜びを感じられるよう、関係機関や子育て支援団体
などによる、支援のネットワークを充実します。

幼児の一時預かりを実施し、保護者が安心して講演会や保護者懇談会に参加出来るよう取り組
みました。

学校区教育懇談会で、参加者の民生委員や青少年指導員等から情報を収集し、地域全体で幼
児とその母親の支援態勢を構築しました。

〔主な取組〕

生徒の家庭における様々な状況について、必要に応じて児童相談所や警察との連携を図りまし
た。

子どもの家と連携し、日常の子ども達の様子や集団下校時の対応等について、折りにふれて話
し合いや情報交換を実施しました。

校内における教育相談
(再掲）

次世代育成の推進

〔そのほかに次の取組を進めた中学校もありました。〕
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幼稚園では地域開放事業として教育相談事業を行っていま
す（一部）。保育所でも育児相談を実施しています。子育
て支援センターでは育児情報の提供や育児相談を子育てア
ドバイザーが行い、さまざまな子育て支援を実践しまし
た。

家庭訪問・乳幼児健康相談・乳幼児健康診査・育児教室・
療育相談・母子グループ指導などで、子育てに関する相談
を受け、育児不安の軽減を図り、育児力の向上を目指しま
した。

保育所で、育児に関する相談を行いました。また、地域の子ども
たちの交流、育児講座なども行いました。 〔※実施園（平成１６
年度）：公立保育所全園、富士愛育園、聖アンナの園 、岩瀬保
育園、オランジェ、清心保育園〕

市は平成１５年度に「かまくら子育てメディアスポット」を開設し、
子育てサークル、遊び場、保育所・幼稚園情報などの子育て支
援情報を積極的に提供しています。また、授乳室や子どもを遊
ばせながら相談申請ができる「キッズコーナー」も併設しました。

子育て支援グループと子育て中の母親たちのグループ１６
団体が集まり、情報交換を行っています。講座の企画や
「一日冒険遊び場」を各地域で行いました。

４歳から９歳ぐらいの子どもを対象に、絵本の読み聞かせ、ス
トーリーテリング、パネルシアター等を中心に実施するサービス
を各館で原則月１回行っています。平成１６年度は７５回実施
し、９０４名の参加がありました。

子どもの家は、保護者の就労や疾病等の事情で、家庭で適
切な監護を受けられない児童のために開設し運営しまし
た。

青少年指導員は、青少年の健全な育成を図るため、地域での
担い手として活動しています。地域の人と人を結びつけるコー
ディネーター的な役割を果たしながら、青少年の自発的活動
や、育成活動を推進し、地域の青少年団体の活動を盛んにする
ための援助や青少年育成組織を強化するための支援を行いま
した。

民生委員・児童委員との連携・協力のもと、安心した子育てがで
きる環境づくりに努めました。

 目　標 ５－２

青少年指導員

幼稚園・保育所、支援セン
ターなどでの窓口相談

保育園地域交流事業

かまくら子育てメディアスポッ
ト

地域の自主サークル活動

おはなし会

自治会長懇談会などで地域の情報交換を行い、児童が地域の人とあいさつや声かけをしあった
り、顔見知りや知り合いになれるよう取り組みました。各自治会には、遊び場づくりや遊び場の開
放を行ってもらいました。

学校体育施設開放にかかわり、運営協議会の理解を得て、月２回（土曜日午前中）地域の子ども
たちへの開放を実施しました。

〔次の取組を進めた小学校もありました。〕

保健・福祉関係者などによ
る相談体制

子どもの家

子どもたちが安全に安心して外遊びができるよう、地域と一体になっ
て、　遊び場の環境づくりを進めます。

民生委員・児童委員との連携
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市では「かまくら子育てナビ　きらきら」を発行し、子どもの外遊
びを推進するため「子どもの遊び場と親子で楽しめる公園」につ
いて、地図とともに遊具や公園の特徴などを紹介しました。

現在、市で管理している公園や緑地は２２１箇所（平成16年４月
1日現在）あります。主なものとしては、海岸との景観を配慮した
鎌倉海浜公園、自然観察のできる散在ガ池森林公園、鎌倉駅
から近距離に位置する源氏山公園、野球場や庭球場などのス
ポーツ施設のある笛田公園、谷戸や里山の自然を生かした鎌
倉中央公園があり、市民の憩いの場として、親しまれ活用され
ました。さらに、児童遊園等（子どもの広場、青少年広場など含
む）が４０箇所、集合住宅に付設された遊び場などもあります。

「天園ハイキングコース」「葛原岡・大仏ハイキングコース」「祇園
山ハイキングコース」の３つのハイキングコースが整備され、多
くの人に利用されました。

保護者同士が、お互いに連携し合い、子どもたちの健やかな成
長を願い、活動を手助けするための組織です。主な活動として
は総会に始まり、育成者研修会・トスボール大会・ドッジボール
大会など開催しました。

子ども会館は、地域の子どもたちが自由に遊べるスペースで、
市内に１３箇所設置されています。設備は、場所によって多少
違いはありますが、プレイルーム、図書室、庭、卓球室などが整
備されています。また、一部の子ども会館では、地域の育児
サークルなどに場所を開放して、幼児期における豊かな遊びの
経験の場を提供しました。

犯罪のない安全で安心して暮らせるまちづくりを目指し、地域住
民、保育所、幼稚園、学校、商店、企業、防犯関係団体などの
代表者で構成する安全・安心まちづくり推進協議会を組織し、情
報の共有化、防犯対策などについて協議等を行いました。

防犯意識の普及・啓発を行うため、犯罪発生情報の提供やパン
フレット等を発行しました。

子ども会・鎌倉市子ども会育
成連絡協議会

広場・公園などの情報の提
供・子育てマップ

ハイキングコースの整備

鎌倉市安全・安心まちづくり
推進協議会の設置

犯罪情報等の提供

〔市や関係機関では次の取組を実施しました。〕

子どもの遊び場と広場や公園

子ども会館
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